
・企業誘致

・子ども中心のまちづくりを
しかけていく
・問題意識がもてる
・(子どもが感じる)魅力を創
出する

・活性化(地域)しかけづくり
提案

市民 NPO・企業 行政

・10年後の小城市を語る
・リーダー(地域)育成

・行政区のスリム化
・行政区のスリム化(180→
50)
・住民の意識改革

【雇用・産業】　　3班

人口減少を前提にした
小城市の課題

課題解決に向けた協働のあり方

・子どもが住みやすいやすい
　(遊び場がない)
・高齢者は元気？
・忙しすぎる世の中
　子ども…塾・スポーツ
・高齢者の健康づくり

・町中でお金が回る
・行政のスリム化(180→50)
・交通が不便
・集える場がある
・外の人に魅力を持ってもらう
・小城の売り？(鯉・羊羹)
　中心的な産業のアピール不足
・地産地消が出来ている
・小城のPR不足
・まちおこしの実情

・人が町中に出てこない
・人口減少による財源(税・地区費)の減
・定住人口の増加
・子どもの数の減少　地域行事…減少
・若年者の減(流出)

【地域活性化】　　1班
課題解決に向けた協働のあり方人口減少を前提にした

小城市の課題 市民 NPO・企業 行政

・コミュニティ活動への参加意識の低下
・行政区相互の交流
・交流人口の増加
・隣人との交わりが少なくなってきている
　(関わり方の変化)
・個人の楽しみが多様化している
・思いやりのある生活
・住民の思い意識
・子どもと大人の断絶

・住みたいまちづくり

・公共施設が整わない
・情報網が広がらない
・地価の上昇がない

・農林水産業者アイデアを出
す
・小城市資源特化
・JR九州+JR九州ファーム
(資源磨き)
・アイル農法(ハウス)

・商店・企業アイデアを出す
・コーディネート
・農林水産業の近代化(大型
化)
・新産業の育成
・情報産業の誘致

・起業化ノウハウ
・啓発
・オープンデータ化

・労働者が減少、労働者不足
・雇用の場が少ない
・事業所、企業が転出してしまう

・物を買う人が少なくなる
・買い物をする所がなくなる

・人口減少　転出が多い、転入が少ない
・子どもが県外へ就職
・企業が少なく子どもが県外へ出て行って
しまう

・税収減少
・小城市にお金が入ってこなくなる
・市の歳入が増加しない
・スーパー等増えたが、他地域の企業で税
金として市には入らない

ファシリテーター： 

   佐賀大学全学教育機構教授  

   小城市協働によるまちづくり検討委員会委員長 

              五十嵐 勉  さん 

平成27年度 第3回 

     小城市協働によるまちづくり検討委員会 ワークショップ 

班分け 

 【地域活性化】      １班 ： 委員 3人  職員 2人  計 5人 

 【子育て・教育】     ２班 ： 委員 3人  職員 2人  計 5人 

 【雇用・産業】      ３班 ： 委員 3人  職員 1人  計 4人 

 【くらしの安全・安心】  ４班 ： 委員 4人  職員 1人  計 5人 

 【福祉・健康】      ５班 ： 委員 2人  職員 2人  計 4人 

   

協働のまちづくりをみんなで考えよう! 

 平成27年7月30日(木)の検討委員会で、「小城市協働によるまちづくり検討委員会委員」と、

小城市役所職員で構成する「地域との協働体制庁内検討委員会作業部会部員」とで『協働のまち

づくりについてみんなで考えよう!』をテーマにワークショップを開催しました。 

 まず５つの事柄について、人口減少を前提にした小城市の課題を各自出し合い、似通った課題

をまとめ、その課題解決に向けた協働のあり方＜市民、事業所・NPO、行政の役割＞について

各班で話し合いました。 

発行： 小城市 総務部 企画政策課 

   【 小城市協働によるまちづくり検討委員会 事務局 】 
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・地域内での交流・助け合い不足
・高齢者が集う場所の不足
・福祉ボランティアの養成
・老人会がなくなっている

・サロン
・地域公民館の開放

・校区単位の集いの場所
・集うためのメニュー提供

・認知症が増える
・介護負担の増
・介護する家族の負担増
・介護の需要とと供給のバランスがとれ
る？

・地域での見守り
・運動教室

・介護にならない身体づくり ・介護制度の充実

・買い物支援

・障がい者の情報がない
・団体の加入者が少ない

・障がい者への理解

・医療機関のかたより
・糖尿病患者の増加
・医療費の増加
・ガン患者の増加
・医療費の増加⇒財政圧迫

・健診の積極的な受診
・地域とNPOは活用

・地域とNPOは活用

・運動しやすい環境づくり
・地域の声をよく聞く
・健康で過ごせる環境づくり
・行政は仕組み・環境づくり

・子どもの数が多くなっている
　(アパートが多いため)

・NPOに近い団体

・情報収集、発信
・啓発活動

【福祉・健康】　　5班

人口減少を前提にした
小城市の課題

課題解決に向けた協働のあり方

市民 NPO・企業 行政
・高齢者のみの世帯増加
・暮らしの安全安心問題
　(オレオレ詐欺・災害)
・高齢者の買い物難民

・自主防災組織
・地域、近所の声かけ

・子どもの遊び場がない ・新しい協働型組織づくり

・青少年　インターネット

・学童保育

地域活動
・育成会活動を充実させる
・地域での子どもクラブの活
動の仕方を考える

・オリエンテーション等の実
施

・担い手不足

・小さな組織で解決できない
・どういう広がりで協働する
か
・校区単位→コミュニティの
組織

・子育て環境 ・小学校区単位

・ひとり暮らし
・役所での手続き
・高齢者の生活支援
・隣付き合いが少ない
・孤独死
・世帯数は増加、人口は減少
・熱中症
・買い物
・通院

・民生委員 ・隣保班

・地域の各種団体との密な連絡がない
・集う場
・活動拠点設置

・福祉課

・経済的不安 ・生活保護

・交通事故
・自転車
・通学路
・カーブミラーの増設
・道路

・見守り隊
・区長

・PTA
・学校
・警察

子どもの見守り
・下校時の安全・安心
・こども110番の設置
・地域の見守り体制の充実

・下校時の安全・安心
・地域の見守り体制の充実

定住促進

・区内の清掃活動
・草刈り
・地域活動ができない
・粗大ごみ

・地域住民
・生産組合
・相談活動

・回収

・防犯
・空き家
・行政区内のパトロール
・見守り活動
・火災

・民生委員
・青パト
・区長会

・社会福祉協議会 ・警察

・防災対策
・防災ネットあんあん

【子育て・教育】　　2班

人口減少を前提にした
小城市の課題

課題解決に向けた協働のあり方

市民 NPO・企業 行政

出生率の低下

・出生率の低下をくいとめる
・学校のクラス数を減少させ
ない
・保育・幼稚園の一元化、民
営化を進める

いじめ、DV ・いじめ問題
・いじめ問題
・DV支援

・いじめ問題
・DV支援

・下校時の安全安心
・地域の見守り体制の充実
・通学路の整備
・スクールゾーンの確立(危険
箇所)
・通学特区を制定する。

放課後児童クラブのあり方
・放課後児童対策(居場所づく
り)

・共働きの増加による放課後
児童クラブ待機児童の解消

子育て支援
・一人っ子が増え、鍵っ子が
増えている

・子育て環境の整備
・子育てのサポート

・子育て支援の行政の仕方の
検討
・子育てしやすい環境をつく
る
・近場に公園をつくる。

モラル教育

・モラル教育
・家庭学習の重要性を理解す
る
・SNSを通じた犯罪の防止
・先生と保護者の関係を見直
す

・モラル教育
・SNSを通じた犯罪の防止

・モラル教育
・教育環境の整備
・給食費の無料化
・先生と保護者の関係を見直
す

【くらしの安全・安心】　　4班

人口減少を前提にした
小城市の課題

課題解決に向けた協働のあり方

市民 NPO・企業 行政

・大雨などの災害
・不確実性予測
・土砂崩れ
・台風

・消防団
・区長、分館長、執行部
・自主防災組織
・防災ネットあんあんに登録
する

・企業内防災組織

・20～30歳位の女性を呼び
込む
・若いカップルに住宅を安く
提供する
・定住を促進する


